
 

 

 

 

 

 
 

備えあれば憂いなし 

 

近畿も梅雨入りが発表されましたが、今年はどんな天候になるのでしょうか。5月

22 日に地震津波を想定した防災訓練を行いましたが、5 月 30 日（金）は、教職員

を対象に、不審者対応訓練を行いました。毎年、警察署の方に指導していただき、校

内に不審者が侵入してきたことを想定しての防犯訓練を行っています。本校には防犯

カメラを設置していますが、どこから侵入者が入ってくるかわかりません。子どもた

ちの命を守るため、緊急時の手順や情報伝

達体制、役割分担などを確認しました。侵

入者への対処として、さすまたの有効的な

使い方についても警察署の方から指導して

いただきました。とにかく不審者には声を

かけ、大きな声で助けを呼び、子どもたち

の安全を守りながら、警察が到着するまで

くいとめることが大切です。これからも危

機意識を高めていきたいですね。 

 

6月９日（月）には、心肺蘇生とＡＥＤを使用した救命処置の訓練を行いました。 

毎年、水泳の授業が始まる前に、消防署の方に指導を受けながら実施しています。教

職員も 1年ぶりの訓練になるので、手順を確認しながら、緊張した面持ちで取り組ん

でいました。助けを呼び、救急車を呼ぶこと

やＡＥＤを運んできてもらうためには、協

力体制も必要です。胸骨圧迫や人工呼吸も

戸惑っていられません。救急隊に引き継ぐ

まで続けられるよう、連係プレーで取り組

む必要があります。高等部では、日を改めて

消防署の方に来ていただき、生徒たちの訓

練も実施します。いざという時のために備

えだけはしておきたいものです。 
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